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Title日本における｢ふつう｣の意味 : 自己改善動機の観点から



































も上である｣と捉える平均以上効果(e.g., Alicke, Klotz, 








深く関連すると指摘されている(e.g., Aspinwall & Taylor, 













傾向を示すことが論証されている(e.g., Heine, Lehman, 

























Heine, Kitayama, Lehman, Tataka, Ide, Leung, & 
Matsumoto(2001)は、カナダ人が自己高揚傾向を示す一
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実験参加者 私立大学の大学生および大学院生 15 名
(男性7名、女性8名、平均年齢22.5歳、 SD = 1.06)が実
験に参加した。課題終了後の主観的認知をもとに群分けし
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3 因子から成る一般感情尺度24 項目、4 件法(小川・門地・
菊谷・鈴木, 2000)と状態自尊心尺度(Heatherton & 
Polivy, 1991)の邦訳である日本語版状態セルフ・エスティ


















































正答数に違いはみられなかった( Fs (1, 13) < 3.00, ns )。
実験参加者15名の平均回答数は60題中19題であった。
また、性差に関しては課題の重要性、妥当性、正答数いず
れにも主効果および交互作用はみられなかった( Fs (1, 
13) < 2.50, ns )。 
仮説の検討 認知ごとの感情状態、状態自尊心、動機づ
けの平均値および標準偏差を Table 1 に示す。 
 
Table 1 認知ごとの感情状態、状態自尊心、動機づけの 
平均値(標準偏差) 
 ｢ふつう｣ ｢劣っている｣  
肯定的感情 2.59(.39) 2.28(.48) ns 
否定的感情 1.59(.45) 2.72(.46) *** 
安静状態 3.00(.61) 2.09(.55) ** 
状態自尊心 3.37(.60) 2.91(.36) † 
動機づけ(認知)   2.86(.38) 2.63(.52) ns 






意差はみられず( F (1, 13) = 1.81, ns )、否定的感情( F (1, 
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題への動機づけの認知の平均値を従属変数として一元配
置の分散分析を行った。その結果、どちらの変数において
も有意差はみられず、仮説 2 は支持されなかった( F (1, 
13) = 0.87, ns ; F (1, 13) = 0.96, ns )。主観的認知に関わ
らず 5 分間のほとんどにおいて課題に従事しており(｢ふつ
う｣ M = 300.00ms、｢劣っている｣ M = 262.50ms)、動機
づけの認知に関して中央値(2.00)との比較を行ったところ



















































































と課題への動機づけの認知には正の相関( r = .44, p 
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以上であることと「ふつう」より下であることとの間には明白
な相違が存在し、「ふつう」以上であることが望ましい意味

















SD = 1.33)が実験に参加した。 
実験計画は 3(フィードバック; ｢優れている｣、｢ふつうで
ある｣、｢劣っている｣) × 2(課題; 難、易)であり、実験参加者
はいずれかの実験条件にランダムに割り当てられた。最終
的な条件ごとの実験参加者は、｢優れている｣条件19 名(男
性7 名、女性12 名、平均20.3 歳 SD = 1.85)、｢ふつう｣で
ある条件21名(男性10名、女性11名、平均年齢19.8歳、 
SD = 1.04)、｢劣っている｣条件20名(男性8名、女性12名、
平均年齢19.7 歳、 SD = 0.93)であった。 
課題および従属変数 課題は、遠隔性連想検査
(Remote Associates Test; Mednick, 1962; 馬場, 1982)
に準じたものを使用し、問題は連想基準表(梅本, 1969)を
参考に独自に各25 題作成した。課題は 3 つの単語から連
想される単語を 1 つ解答するという形式で、1 題ずつ実験
者が読み上げ、10 秒間の解答時間が与えられた。難易度
の操作としては、易課題条件では 3 単語のうち 1 単語を 2
単語とは関連性の遠い単語に設定した問題を25題(例; 呪
い―迷信―踊り)、難課題条件では3単語のうち1単語を2






ている｣水準は 38 点、｢ふつう｣である水準は 25 点、｢劣っ
ている｣水準は 12 点であった。 
従属変数は、一般感情尺度 24 項目(小川ほか, 2000)、
STAI 日本語版の状態不安に関する 20 項目(清水・今栄, 
1981)、日本語版状態セルフ・エスティーム尺度のうち外見




































題の難易度に関しては、難課題条件( n = 31)と易課題条件
( n = 29)において課題の難しさに違いはみられず( F (1, 
59) = 0.25, ns )、課題についての効力感にも違いはみら





かった( t (59) = 2.87, p < .01)。条件間で効力感に有意差
はみられなかった( F (2, 57) = 2.64, ns )。 
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次に状態不安の平均値に関し一元配置の分散分析を行
った。その結果、条件間で有意差がみられた( F (2, 57) = 






ことが示された( t (59) = -8.73, p < .001) 2)。納得感は条件




れた(重要性 t (59) = -11.34, p < .001; 妥当性 t (59) = 
-6.28, p < .001)。重要性については条件間で違いはみら
れなかったものの( F (2, 57) = 0.39, ns )、妥当性に関して
は条件間で有意差がみられ( F (2, 57) = 9.39, p < .001)、
｢優れている｣条件( M = 1.58, SD = 0.69)は｢ふつう｣条件
( M = 2.05, SD = 0.38)および｢劣っている｣条件( M = 
2.30, SD = 0.47)より課題を妥当でないと認知していた 3)。 
同様に、状態自尊心に関し一元配置の分散分析を行っ
た。その結果、条件間で有意差がみられた( F (2, 57) = 





れなかった( F (2, 57) = 1.79, ns )。中央値(2.00)との比較
の結果、条件に関係なく動機づけは高かった( t (59) = 
-2.40, p < .05)。 
考察 仮説の検討 条件ごとの感情状態、状態不安、状態自尊

























Table 2 条件ごとの感情状態、状態不安、状態自尊心、 
動機づけの平均値(標準偏差) 
 ｢優れている｣ ｢ふつう｣ ｢劣っている｣  
肯定的感情 2.92(.72)a 2.67(.56)a 1.99(.52)b *** 
否定的感情 1.93(.59)a 2.10(.75)a 2.49(.40)b * 
安静状態 3.10(.46)a 2.75(.42)b 2.47(.44)c *** 
状態不安 1.69(.35)a 2.05(.47)b 2.54(.44)c *** 
状態自尊心 3.22(.57)a 3.09(.63)a 2.78(.39)b * 
動機づけ 2.37(.76) 2.62(.67)a 2.15(.93) ns 














安静状態に関しても条件間で有意差がみられ( F (2, 57) = 
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が異なったのだろうか。感情体験は文化的に形成されるた
め日本人の感情は他者との関係性に依存するとされる(e.g., 
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(Kitayama & Uchida, 2003)。 
先行研究の大部分(e.g., Heine et al. 2001)では成功状
況、失敗状況という 2 つの実験状況のみにおいて様々な
検討を行っている。しかし、日本人は人並みであることを志
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は 5 名、｢ふつう｣と認知した人は 37 名、｢劣っている｣と認
知した人は 18 名であった。連想力の重要性に関して認知
による違いはみられなかった( F (2, 57) = 0.42, ns )が、課







された水準が一致していた場合( n = 25)、推測よりフィー
ドバックが良かった場合( n = 22)、悪かった場合( n = 13)
とを比較した。その結果、良かった場合のほう( M = 1.77, 
SD = 0.61)が悪かった場合( M = 2.23, SD = 0.60)より課
題を妥当でないとみなす傾向がみられた( F (2 ,57) = 
2.76, p < .10)。
The effect of being “middle” in Japan: 
From the perspective of the self-improving motivation 
 
Yoriko SANO (Graduate School of Education, International Christian University) 
Norihiro KUROISHI (Japan Professional School of Education) 
 
A considerable amount of studies have been conducted on self-improving motivation Japanese 
generally have. Two experiments investigated the effects of performance feedback as “superior”, “middle”, 
or “inferior” on emotion and motivation. Experiment 1 examined the relationship between participants’ 
subjective performance levels and their emotions. As a result, no participant stated that their 
performances were “superior” level, and participants whose levels were “middle” showed higher positive 
emotions than participants whose levels were “inferior”. Experiment 2 manipulated performance feedback 
as “superior”, “middle”, or “inferior” and investigated the effects of feedback on emotion, state self-esteem 
and motivation. As a result, people who received “superior” or “middle” feedback have higher state 
self-esteem and more positive affect than people who received “inferior” feedback. As a whole, motivation 
was high on both experiment 1 and experiment 2, regardless of what their performance levels were. It was 
suggested that Japanese tend to make efforts whenever their efficacies were low. 
 
Keywords: self, self-improve motivation, emotion, performance level, culture. 
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